



















ることである. 本研究でのジャンプの検出については増田, 森本 (2009)を参考に, Lee and Mykland(2008)で
提案された Lee-Mykland 統計量を用いて行う. このジャンプの定義法は, ある程度小さいジャンプ変動を通常
の動きとみなすこと, 符号の検出も同時に行えることなどの点で優れている.
3 AR型モデル
整数値を扱うモデルとして, まずは整数値自己回帰モデル（Integer-valued Autoregressive Models，INAR
モデル）が考えられる. これは自分自身の過去の値（整数値）に直接依存させて現時点での値（整数値）を説
明するものである. 特に代表的なものとして, ポアソン分布をXt の周辺分布とする PINARモデル (Rajarshi,
2012)が挙げられる.
3.1 PINAR(1)モデル
Xt = α ◦Xt−1 + εt, Xt ∼ Po(λ).
いま , Xt を平均が λ であるポアソン分布 Po(λ) に従う確率変数とする. また, α ∈ (0, 1], X を非負整数
値とし, Yi を独立にベルヌーイ分布 B(1, α) に従う確率変数とする. このとき，α ◦ Xt を確率変数として
α ◦X =
∑X
i=1 Yi と定義する．すなわち，α ◦Xt のとりうる値は 0 から X までの整数値であり, X を “間
引く” という意味で ◦を間引き演算子（thinning operator）と呼ぶ.
4 ARCH型モデル
実際の応用上, 分散またはボラティリティが時間とともに変化することは多くの時系列モデルで考えられて
いる. そのような変化は分散不均一性として知られている. この性質により, 期間ごとの増減にかかわらず, 将
来のボラティリティの予測に問題が生じる. 特に代表的な integer-valued GARCH モデル (INGARCH モデ
ル)は GARCHモデルにおいて整数値データを扱ったもので, Ferland et al.(2006)によって考案された.
4.1 INGARCH(1,1)モデル
{
Xt|Ft−1 ∼ Po(λt), ∀t ∈ Z,
λt = α0 + α1Xt−1 + β1λt−1
(1)
ここで,α0 > 0, α1 ≥ 0 (i = 1, . . . , q), β1 ≥ 0 (j = 1, . . . , p), Ft−1 は t − 1時点までの履歴であり, 式 (1)で
の確率質量関数は Xt = x, x = 0, 1, 2, . . .として以下で表される.








{−λt +Xt lnλt − ln(Xt!)}
5 実証分析
実証分析に用いたデータは, 東京証券取引所一部上場企業, 2015年 1月から 2017年 12月に継続的に取引さ
れた 65銘柄を選出, 分析対象とした. また, 前節の通り INGARCH(1,1)モデルに当てはめ, 最尤推定により分
布のパラメータを推定した。どの推定値も似た値をとり, 二乗誤差はほぼ 0という結果となった.
6 まとめと今後の課題
実際に 12銘柄についてパラメータを推定した結果, どの銘柄においても α0, α1 は 0, β1 は１に近い値となっ
た. これは, ジャンプはまれに起こるためデータのほとんどが 0をとることが原因と考えられるが詳しい原因
の究明については今後の課題である. また, Zho(2012)によると, データの値に０が過剰に出現することを仮定
した分布, Zero-inflated Poisson(ZIP)分布に条件付き分布が従う ZIPINGARCHモデルが扱われており, こ
のモデルによる説明が適切かどうか調べることも今後の課題である.
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